
●
は
じ
め
に

カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
れ
た
人
は
、
そ
の
農
村
風
景

に
心
を
奪
わ
れ
る
。
雨
期
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
中
央
の

平
野
部
で
は
青
々
と
し
た
水
田
が
広
が
り
、
や
し

の
木
と
水
牛
が
、
田
園
風
景
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
ら
し

さ
を
添
え
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
口
一
三
○
○
万

人
の
う
ち
八
五
％
以
上
が
農
村
地
域
に
住
み
、
七

五
％
は
米
作
り
を
主
と
す
る
小
規
模
農
家
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
口
の
約
三
六

％
は
貧
困
ラ
イ
ン
以
下
と
見
ら
れ
、
貧
困
世
帯
の

九
○
％
が
農
村
地
域
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

農
村
部
で
の
貧
困
削
減
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
の
重

要
な
開
発
目
標
と
な
っ
て
い
る
。
政
府
は
、
貧
困

削
減
戦
略
お
よ
び
第
二
次
社
会
経
済
開
発
計
画
に

お
い
て
、
農
業
生
産
性
の
向
上
を
目
標
に
掲
げ
て

き
た
が
、
目
覚
し
い
成
果
は
上
っ
て
い
な
い
。

本
稿
で
は
、
二
○
○
三
年
よ
り
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
連
携
事
業
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
旧

開
発
福
祉
支
援
事
業
）
の
中
で
実
施
中
の
「
小
規

模
農
民
生
活
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
事
例
と
し

て
と
り
あ
げ
る
。
対
象
地
域
で
あ
る
タ
ケ
オ
州
ト

ラ
ム
コ
ッ
ク
郡
の
全
世
帯
の
約
一
○
％
に
あ
た
る

三
○
○
○
世
帯
を
超
え
る
農
民
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
参
加
し
、
生
態
系
農
業
技
術
の
導
入
と
改
良
に

よ
り
、
農
業
生
産
性
の
向
上
に
成
功
し
て
い
る
。

小
規
模
農
民
へ
の
支
援
が
い
か
に
な
さ
れ
た
か
、

誰
が
ど
の
よ
う
に
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
さ
れ
た
の

か
を
以
下
に
見
て
み
た
い
。

●
目
的
と
成
果

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
、
農
業
技
術
の
改
善

と
農
業
経
営
の
多
角
化
を
通
し
て
、
小
規
模
農
民

の
生
活
向
上
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

①
タ
ケ
オ
州
ト
ラ
ム
コ
ッ
ク
郡
の
全
世
帯
の
約
一

○
％
に
あ
た
る
農
家
三
○
○
○
世
帯
が
五
○
％
の

収
入
向
上
を
達
成
す
る
こ
と
、
②
農
民
組
合
が
結

成
さ
れ
、
郡
レ
ベ
ル
で
農
民
組
合
連
合
が
で
き
る

こ
と
、
を
目
標
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
開
始
さ

れ
た
。

二
○
○
四
年
に
実
施
さ
れ
た
中
間
評
価
で
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
域
の
農
民
一
一
○
人
に
対

し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果

に
よ
る
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
農
民
は
、

稲
作
、
野
菜
栽
培
、
畜
産
、
養
殖
な
ど
の
技
術
改

善
に
よ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
の
ベ
ー
ス
ラ

イ
ン
調
査
の
結
果
と
比
較
し
て
、
平
均
七
三
％
の

収
入
増
を
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
、
化
学
肥
料
や

農
薬
の
使
用
の
削
減
、
種
も
み
の
使
用
量
の
減
少
、

人
件
費
の
削
減
な
ど
に
よ
り
、
平
均
し
て
六
九
％

の
コ
ス
ト
削
減
を
報
告
し
て
お
り
、
経
済
的
な
メ

リ
ッ
ト
が
実
感
さ
れ
て
い
る
。

農
民
組
合
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
域
で
六

三
組
合
が
結
成
さ
れ
、
メ
ン
バ
ー
数
は
一
五
二
二

人
、
貯
蓄
高
の
合
計
は
、
三
五
三
五
万
六
五
○
○

リ
エ
ル
（
約
八
八
○
○
ド
ル
）
で
あ
る
。

農
業
収
入
の
改
善
に
関
連
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
農
業
技
術
が
農
民
の
間
で

ど
の
程
度
実
践
さ
れ
て
い
る
の
か
を
表
１
に
示
す
。

●
農
民
同
士
の
普
及
活
動

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
近
年
、
生
産
性
向
上
の
名

目
の
も
と
に
化
学
肥
料
、
農
薬
な
ど
の
使
用
が
急

速
に
進
み
、
農
家
の
経
済
的
負
担
を
増
加
さ
せ
る

一
方
で
、
地
域
の
生
態
系
が
著
し
く
破
壊
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
持
続
的
な
農
業
の
推
進
と
自
立

の
促
進
を
活
動
の
大
き
な
柱
と
し
て
掲
げ
、
現
地

の
ロ
ー
カ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｃ
（C

entre d ’

E
tude et de D

éveloppem
ent A

gricole C
am

bodg-

ien

）
を
実
施
団
体
と
し
た
。
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｃ
は
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
農
民
が
動
き
出
し
た̶

農
村
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
と
お
し
た
農
民
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
事
例
か
ら
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功
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生
態
系
に
配
慮
し
た
農
業
技
術
の
開
発
と
普
及
を

推
進
す
る
団
体
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
新
し
い
技
術
の
普
及
は
容
易
で
は
な

い
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
徹
底
的
な
農
民
同
士
の

普
及
手
法
の
採
用
に
よ
り
、
壁
を
乗
り
越
え
よ
う

と
し
た
。
ま
ず
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
の
説
明
会

に
は
、
す
で
に
新
し
い
技
術
（
生
態
系
に
配
慮
し

た
農
業
技
術
）
を
導
入
し
て
い
る
農
民
を
招
き
、

実
際
の
体
験
談
を
話
し
て
も
ら
っ
た
。
さ
ら
に
、

各
村
数
名
の
農
民
に
対
し
て
、
他
地
域
の
先
駆
的

な
農
家
の
農
場
見
学
の
機
会
を
与
え
た
。
見
学
後
、

稲
の
Ｓ
Ｒ
Ｉ
農
法
（System

 of R
ice Intensifica-

tion

＝
一
九
八
○
年
代
に
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
で
開
発

さ
れ
た
稲
の
疎
植
栽
培
法
の
一
種
）、
自
然
養
鶏
、

複
合
的
な
農
園
改
良
な
ど
を
自
分
の
農
場
で
も
応

用
し
て
み
る
農
民
が
現
れ
た
。
Ｓ
Ｒ
Ｉ
農
法
は
、

通
常
だ
と
四
○
日
以
上
生
育
し
た
稲
を
数
本
ま
と

め
て
密
植
す
る
と
こ
ろ
を
、
わ
ず
か
一
五
日
ほ
ど

の
幼
苗
を
そ
れ
も
一
本
か
二
本
づ
つ
、
二
五
〜
三

○
セ
ン
チ
ほ
ど
の
間
隔
で
田
植
え
す
る
の
で
あ
る
。

田
ん
ぼ
に
は
弱
々
し
い
苗
が
ま
ば
ら
に
並
び
相
当

み
す
ぼ
ら
し
く
見
え
て
、
村
の
人
か
ら
ば
か
に
さ

れ
た
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
水
の
管
理
や
雑
草
に

注
意
し
な
が
ら
数
週
間
た
つ
と
、
し
っ
か
り
と
根

を
は
り
、
十
分
に
枝
分
か
れ
し
た
力
強
い
株
と
な

り
、
数
カ
月
後
に
は
豊
か
な
稲
穂
が
実
っ
た
の
で

あ
る
。
通
常
の
一
五
○
％
以
上
の
収
穫
に
、
隣
近

所
の
農
家
以
上
に
本
人
は
び
っ
く
り
し
て
、
翌
年

に
は
こ
の
新
し
い
技
術
で
栽
培
す
る
面
積
を
増
や

し
、
ま
わ
り
の
農
家
に
も
自
信
を
も
っ
て
伝
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
こ
の
よ
う

な
農
民
自
身
の
実
験
を
奨
励
し
た
。
農
家
は
学
ん

だ
こ
と
を
実
験
し
、
そ
の
成
果
を
他
の
農
民
た
ち

に
伝
え
る
こ
と
を
、
自
然
に
身
に
つ
け
て
い
っ
た
。

さ
ら
に
農
民
グ
ル
ー
プ
の
中
で
、
リ
ー
ダ
ー
格
の

人
材
と
し
て
キ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
に
選
ば
れ
た
農
民

は
、
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
他
の
農
民
た
ち
を
指
導

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

農
民
の
中
に
は
、
自
分
の
村
だ
け
で
な
く
、
他

の
村
の
農
民
に
対
す
る
普
及
活
動
に
も
積
極
的
に

取
り
組
む
人
が
現
れ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
彼

ら
を
農
民
ト
レ
ー
ナ
ー
と
位
置
づ
け
、
他
の
村
へ

の
普
及
活
動
を
支
援
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事

務
所
で
は
、
農
民
ト
レ
ー
ナ
ー
が
や
っ
て
き
て
、

ス
タ
ッ
フ
に
あ
れ
こ
れ
質
問
し
た
り
、
事
務
所
に

あ
る
様
々
な
資
料
を
利
用
し
た
り
す
る
姿
を
よ
く

見
か
け
た
。
現
在
、
農
民
ト
レ
ー
ナ
ー
は
二
九
名

お
り
、
七
六
カ
村
で
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ッ
フ
が
直
接
関
与
し
て
い
る

村
六
七
カ
村
と
合
わ
せ
て
、
計
一
四
三
カ
村
に
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
波
及
効
果
は
飛
躍
的
に
の
び
て

い
る
（
図
１
）。

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
過
程
は
、
い
く
つ
か
の

気
づ
き
と
、
成
功
体
験
を
も
と
に
し
た
新
た
な
活

動
へ
の
展
開
の
連
続
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
自
分
の
農
業
と
他
者
の
農
業
を
比
較

す
る
機
会
を
得
て
、
新
し
い
技
術
や
情
報
へ
の
ア

ク
セ
ス
を
得
た
と
き
。
学
ん
だ
技
術
を
自
ら
実
験

し
、
自
分
の
も
の
と
し
て
獲
得
し
た
と
き
。
技
術

と
成
果
を
他
者
と
共
有
し
た
と
き
。
キ
ー
フ
ァ
ー

マ
ー
や
、
農
民
ト
レ
ー
ナ
ー
と
い
う
明
確
な
役
割

を
与
え
ら
れ
、
新
し
い
能
力
（
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、

組
織
化
な
ど
）
を
獲
得
し
、
獲
得
さ
れ
た
能
力
を

発
揮
す
る
場
（
農
民
グ
ル
ー
プ
、
他
村
へ
の
普
及

活
動
な
ど
）
を
得
た
と
き
。
そ
し
て
、
農
民
が
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
さ
れ
た
結
果
と
し
て
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
波
及
効
果
の
広
が
り
が
あ
る
。

こ
う
し
た
展
開
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
、
丁
寧
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
適
切
な
ア
ド

バ
イ
ス
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
農
民
は
、

ス
タ
ッ
フ
が
、
定
期
的
に
彼
ら
の
農
場
を
訪
問
し
、

必
要
な
助
け
を
与
え
る
こ
と
に
強
い
信
頼
感
を
抱

い
て
い
る
。
一
回
限
り
の
研
修
や
普
及
活
動
し
か

行
っ
て
こ
な
か
っ
た
他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
援
助
団
体
と

は
違
う
、
と
農
民
た
ち
は
ス
タ
ッ
フ
を
高
く
評
価

し
て
い
る
。

●
農
民
組
合
の
結
成

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
内
戦
時
代
の
経
験
か
ら
組

合
組
織
と
い
う
も
の
に
疑
心
を
抱
く
者
も
少
な
く

な
い
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
は
、
二
○
○
一
年
に
農

協
設
立
に
関
す
る
政
令
を
制
定
し
た
が
、
政
府
の

主
導
で
設
立
さ
れ
認
定
さ
れ
た
農
協
の
数
は
全
国

で
一
○
余
り
に
す
ぎ
な
い
。

一
方
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
目
標
の
一
つ
で
あ
る
農
民
組
合
の
設
立
数
は
、

一
年
目
で
四
○
組
合
（
組
合
員
数
二
二
七
名
）、

二
年
目
で
六
三
組
合
（
組
合
員
数
一
五
二
二
名
）

と
順
調
に
増
加
し
て
い
る
。
農
民
た
ち
は
、
な
ぜ

組
合
を
結
成
し
よ
う
と
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

農
民
組
合
結
成
の
目
的
を
農
民
た
ち
に
聞
く
と
、

第
一
に
農
民
の
貧
し
さ
を
解
消
す
る
た
め
、
第
二

に
減
少
し
つ
つ
あ
る
自
然
資
源
を
守
る
た
め
、
と

項目 数
研修のレギュラーメンバー農家 3,315
SRI 農法を実践している農家 2,181
家庭菜園の質の向上につとめた農家 240
自然養鶏を実践している農家 173
自然養豚を実践している農家 82
小規模養殖、水田での養殖を実践している農家 202
複合的な農園の改良を行った農家 40
堆肥の生産量を増やした農家 2,153
液肥を作り野菜栽培に使った農家 186
改良かまどを設置している農家 253
植林活動に参加している寺 6
植林のための苗床を作った村 48
植樹本数 9,720

表１　 プロジェクトにより導入された

農業技術の普及状況

（出所）参考文献③。
（注）本プロジェクトに対す
る JICA の 支 援 は 2003
年 1 月に開始されたが、
プロジェクトの構想はそ
の 2 年前、2001 年に始
まっており、実施団体と
なる現地のローカル
NGOは 2001 年 7月より
数カ村で活動を開始した。

図１　普及活動の広がり

67

76

プロジェクトスタッフによる普及村

99

未普及の村農民トレーナーによる普及村

（出所）参考文献③。
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い
う
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
組
合
の
活
動
と
し
て

は
、
①
貯
蓄
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
②
農
業
、
③
環
境
、

④
積
み
立
て
基
金
、
⑤
青
年
、
⑥
女
性
、
⑦
共
同

購
入
、
共
同
販
売
、
⑧
小
規
模
イ
ン
フ
ラ
施
設
建

設
、
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
特
に
農
民
が
魅

力
を
感
じ
て
い
る
の
は
、
貯
蓄
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
、

積
み
立
て
基
金
な
ど
で
、
共
同
購
入
（
砂
糖
、
塩
、

う
ど
ん
な
ど
）
や
共
同
販
売
（
鶏
、
豚
な
ど
）
へ

の
関
心
も
高
い
。
現
在
、
あ
る
農
民
組
合
の
メ
ン

バ
ー
は
、
自
分
の
組
合
が
誇
る
も
の
と
し
て
、
農

業
に
関
す
る
技
術
と
経
験
、
緊
急
時
の
た
め
の
積

み
立
て
資
金
、
協
力
関
係
、
生
態
系
農
業
を
推
進

す
る
と
い
う
目
標
、
を
挙
げ
た
。
自
分
た
ち
の
組

織
と
活
動
に
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
る
。

農
民
組
合
の
利
点
と
し
て
農
民
自
身
が
挙
げ
て

い
る
の
は
、
他
の
団
体
に
よ
る
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
ジ

ッ
ト
（
小
規
模
信
用
貸
付
）
の
ス
キ
ー
ム
と
違
い
、

資
産
が
村
の
外
に
出
な
い
で
、
農
民
組
合
の
中
で

貸
し
借
り
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
組

合
の
利
点
と
し
て
、
女
性
が
助
け
合
う
機
会
が
増

え
た
、
Ｓ
Ｒ
Ｉ
農
法
な
ど
の
普
及
に
よ
り
収
穫
量

が
増
加
し
、
収
入
が
増
え
た
の
で
村
の
外
に
出
稼

ぎ
に
い
か
な
く
て
す
む
よ
う
に
な
っ
た
、
他
の
村

人
が
Ｓ
Ｒ
Ｉ
農
法
で
栽
培
し
た
田
ん
ぼ
を
見
て
質

の
高
さ
を
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
自
然
養
鶏

の
方
法
が
上
達
し
た
、
自
分
た
ち
の
環
境
に
気
を

使
う
よ
う
に
な
っ
た
、
堆
肥
を
使
う
よ
う
に
な
っ

た
、
自
分
た
ち
の
農
場
や
農
業
生
産
に
対
す
る
自

信
が
深
ま
っ
た
、
新
し
く
得
た
知
識
や
技
術
を
隠

し
た
り
し
な
い
で
仲
間
同
士
で
何
で
も
分
か
ち
合

う
よ
う
に
な
っ
た
、
い
い
こ
と
や
成
果
が
あ
が
っ

た
り
し
た
ら
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
場
で
発
表
す
る
よ

う
に
な
っ
た
、
仲
間
同
士
の
連
帯
感
が
高
ま
っ
た
、

な
ど
の
意
見
が
出
た
。

と
こ
ろ
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
最
初
に
対
象
に

し
た
の
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
関
心
を
も

ち
、
実
際
に
新
し
い
技
術
を
試
し
て
み
よ
う
と
い

う
意
欲
の
あ
る
農
民
だ
っ
た
。
こ
の
結
果
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
農
民
は
、
土
地
を
持
ち
、
新

し
い
農
業
技
術
の
習
得
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
こ

と
の
で
き
る
層
、
つ
ま
り
、
村
の
中
で
も
中
程
度

以
上
の
層
に
偏
り
が
ち
だ
っ
た
。
農
民
組
合
の
結

成
目
的
と
し
て
、
農
民
の
貧
し
さ
の
解
消
を
真
っ

先
に
挙
げ
た
農
民
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
組
合
に

最
も
貧
し
い
人
た
ち
が
入
っ
て
こ
な
い
こ
と
に
気

づ
い
て
い
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ッ
フ
も
、
貧

し
い
人
は
忙
し
く
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
来
る
こ
と
が

で
き
な
い
し
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
来
て
も
話
を
し

た
が
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
悩
ん
で
い
た
。
し

か
し
、
自
分
た
ち
の
こ
の
よ
う
な
思
い
込
み
が
障

壁
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
現
状
を
丁
寧

に
分
析
し
て
い
く
う
ち
に
、
貧
し
い
人
た
ち
の
時

間
帯
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
研
修
を
工
夫
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
二
年
目
か
ら
、

最
貧
困
層
の
グ
ル
ー
プ
作
り
に
取
り
組
み
始
め
、

農
民
組
合
も
、
組
合
内
に
貧
困
層
の
た
め
の
グ
ル

ー
プ
を
設
け
た
り
、
緊
急
基
金
を
設
け
て
、
組
合

員
以
外
に
も
緊
急
時
の
資
金
供
与
を
行
う
な
ど
の

活
動
を
始
め
た
。
現
在
、
一
三
の
最
貧
困
層
の
グ

ル
ー
プ
（
メ
ン
バ
ー
一
二
九
名
）、
一
二
の
女
性

グ
ル
ー
プ
（
メ
ン
バ
ー
一
八
二
名
）、
四
つ
の
青

年
グ
ル
ー
プ
（
メ
ン
バ
ー
四
九
名
）
が
活
動
し
て

い
る
。

農
民
組
合
は
、
自
分
た
ち
で
議
題
を
設
定
し
、

メ
ン
バ
ー
を
招
集
し
て
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
各
組
合
は
独
自
に

規
則
を
定
め
て
お
り
、
そ
れ
を
地
方
行
政
組
織
で

あ
る
コ
ミ
ュ
ー
ン
評
議
会
に
承
認
し
て
も
ら
い
、

協
力
を
得
て
い
る
。
ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ

ッ
フ
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
受
け
、
評
価
さ
れ

て
い
る
。
評
価
の
指
標
と
ト
ラ
ム
コ
ッ
ク
郡
の
農

民
組
合
の
評
価
結
果
を
示
す
（
表
２
、
図
２
）。

評
価
項
目
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｃ
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り

作
成
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
自
体
が
エ
ン
パ
ワ

ー
メ
ン
ト
の
指
標
に
も
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
お
い
て
、
組
織
化
過
程

の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
例

外
で
は
な
い
。
農
民
た
ち
は
、
農
業
技
術
の
習
得

を
エ
ン
ト
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
協
力
関
係
の

構
築
、
経
験
の
共
有
、
農
民
組
合
の
結
成
へ
と
、

そ
の
活
動
の
場
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、

農
民
組
合
の
活
動
を
通
し
て
、
資
源
と
情
報
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
獲
得
し
、
組
織
や
活
動
の
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
を
学
び
、
仲
間
と
の
連
帯
関
係
を
強
化
し
、

地
方
行
政
や
寺
、
学
校
な
ど
と
地
域
開
発
の
課
題

に
共
同
で
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。
農
民
組
合

は
地
方
行
政
か
ら
承
認
さ
れ
、
農
村
社
会
の
中
で

ひ
と
つ
の
役
割
を
与
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、

農
民
組
合
は
最
貧
困
層
へ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、

「
自
分
た
ち
よ
り
さ
ら
に
貧
し
い
人
」
と
の
間
で

新
し
い
関
係
を
築
き
つ
つ
あ
る
。
農
民
組
合
の
活

動
を
通
し
て
、
農
民
た
ち
は
自
ら
が
属
す
る
社
会

図２　トラムコック郡の農民組合の評価結果
とてもよい
0％

よい
48％

ふつう
31％

よわい
21％

（出所）CEDACスタッフへのインタビューをもとに筆者作成。

評価項目
会計および活動報告
活動計画
戦略の有無
メンバーの人材育成
メンバー間の情報共有、プレゼンテーションの頻度と質
イノベーション（新しい農業技術の開発）
他のグループとの協力
共同購入の実績
グループ活動の数（女性グループ、青年グループなど）
地方行政との協力

表２　農家組合の評価項目
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へ
の
関
心
と
関
与
を
深
め
、
既
存
の
社
会
関
係
を

変
え
て
い
く
力
を
獲
得
し
つ
つ
あ
る
。

●
ま
と
め̶

さ
ら
な
る
展
開

農
民
た
ち
が
自
信
に
満
ち
た
態
度
で
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
成
功
と
将
来
へ
の
展
望
を
語
る
の
を
見

て
、
政
策
策
定
に
関
わ
る
人
間
も
少
な
か
ら
ぬ
影

響
を
受
け
始
め
て
い
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
農
林
水

産
省
内
で
、
Ｓ
Ｒ
Ｉ
農
法
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
が
設
置
さ
れ
た
り
、
閣
僚
評
議
会
の
一

機
関
で
あ
る
農
業
・
農
村
開
発
評
議
会
が
、
生
態

系
農
業
を
積
極
的
に
推
進
す
る
な
ど
の
動
き
は
、

そ
の
一
例
で
あ
る
。
無
力
だ
と
思
っ
て
い
た
自
分

た
ち
の
実
践
が
、
大
き
な
動
き
に
つ
な
が
る
こ
と

を
実
感
し
た
農
民
た
ち
は
、
農
民
組
合
の
活
動
に

も
以
前
に
増
し
て
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な

っ
た
。
農
民
た
ち
は
、
全
国
レ
ベ
ル
の
農
民
組
合

連
合
組
織
を
結
成
し
、
農
民
の
声
を
政
府
に
届
け

る
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
（
政
策
提
言
）
活
動
も
開
始
し

た
。
彼
ら
は
、
い
ま
や
短
期
的
な
収
入
向
上
だ
け

で
な
く
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に
よ
る
農

業
分
野
へ
の
影
響
な
ど
、
社
会
的
、
長
期
的
な
課

題
に
も
関
心
を
持
ち
、
勉
強
す
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
ま
た
有
機
農
産
物
の
市
場
開
拓
、
紛

争
解
決
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
の
自
立
な
ど
、
将
来
に
向

け
て
の
課
題
に
つ
い
て
も
検
討
を
始
め
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
基
本
姿
勢
は
、
農
民
の
持
つ

力
を
信
頼
し
、
自
立
を
促
す
こ
と
で
あ
る
。
旧
来

型
の
普
及
活
動
は
、
普
及
員
が
種
や
化
学
肥
料
を

配
る
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
持
続
せ
ず
、

む
し
ろ
農
民
を
依
存
的
に
す
る
マ
イ
ナ
ス
作
用
も

あ
る
と
の
反
省
か
ら
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

あ
く
ま
で
農
民
が
重
要
だ
と
感
じ
て
い
る
こ
と
を

尊
重
す
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
自
分
た
ち
で
行
動

を
起
こ
す
こ
と
を
支
援
す
る
、
と
い
う
ア
プ
ロ
ー

チ
を
と
り
、
結
果
的
に
、
農
民
た
ち
の
意
欲
と
能

力
を
引
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
農
民
同

士
の
普
及
活
動
に
よ
り
、
多
く
の
農
民
が
新
し
い

技
術
を
習
得
し
た
し
、
教
え
る
側
の
農
民
は
、
自

分
た
ち
の
実
践
を
確
認
し
、
自
信
を
も
っ
て
伝
え

る
側
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
彼
ら
は
、

村
の
中
で
弱
い
立
場
に
置
か
れ
て
い
た
貧
し
い
人

た
ち
へ
の
具
体
的
な
働
き
か
け
を
始
め
た
り
、
植

林
活
動
を
始
め
る
な
ど
、
自
分
た
ち
を
取
り
巻
く

社
会
や
環
境
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
自
分

た
ち
の
権
利
と
社
会
を
守
る
た
め
に
、
自
ら
声
を

上
げ
る
機
会
を
獲
得
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
農
民

た
ち
は
、
自
ら
の
力
に
気
づ
き
、
そ
れ
を
発
揮
す

る
と
い
う
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
達
成
し
た
。
し

か
し
、
実
際
に
は
、
あ
る
時
点
で
エ
ン
パ
ワ
ー
メ

ン
ト
が
達
成
さ
れ
た
、
と
い
う
評
価
は
、
暫
定
的

な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
す
で
に
見
て

き
た
よ
う
に
、
一
つ
の
気
づ
き
が
新
し
い
活
動
を

生
み
、
そ
の
活
動
の
成
果
が
次
の
活
動
の
動
機
付

け
に
な
る
、
と
い
う
連
続
的
な
「
展
開
」
こ
そ
が
、

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
で
は
な
い
か
と
考
え
る
か
ら

で
あ
る
。
ま
た
、
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
結
果
と

し
て
、
一
つ
の
活
動
が
周
囲
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

広
が
っ
て
い
く
「
波
及
」
効
果
も
無
視
で
き
な
い
。

本
稿
で
は
、
農
民
た
ち
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通

し
て
い
か
に
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
さ
れ
た
か
に
焦

点
を
あ
て
論
じ
た
。
し
か
し
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
働
く
若
い
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ス
タ
ッ
フ
が
、
農
民
と
共
に

働
く
な
か
で
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
さ
れ
、
成
長
し

て
い
っ
た
点
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
筆
者
自
身
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
中
で
多
く
の
刺
激

を
受
け
、
農
村
開
発
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
新

た
な
示
唆
を
与
え
ら
れ
た
。
支
援
さ
れ
る
側
だ
け

で
な
く
、
支
援
す
る
側
も
、
相
互
に
成
長
す
る
と

こ
ろ
に
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
本
質
が
あ
る
と
考

え
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
ま
た
別
の
機
会
に

論
じ
た
い
。

（
こ 

う
の　

さ
と
こ
／
い
り
あ
い
・
よ
り
あ
い

・
ま
な
び
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

﹇
付
記
﹈
筆
者
は
、
二
○
○
一
年
よ
り
二
○
○
五

年
ま
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
い
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
企
画
調

査
員
と
し
て
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
た
経
験

を
も
つ
が
、
本
稿
は
筆
者
個
人
の
見
解
で
あ
り
、

文
責
は
筆
者
に
あ
る
。
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農家訪問。実践農家の話に熱心に聞き入る農民たち（写真提供：
CEDAC）

新しい農業技術が書かれた雑誌に見入る農民たち（写真提供：
CEDAC）
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